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資　料

１．緒言
　1989年に国連総会で採択された「児童の権利に関
する条約」が，わが国においても1994年に批准され
た．これによって，様々な場面において子どもの人
権擁護に関する具体的な内容が周知され，病気を抱
える子どもの権利の保障が謳われるようになった．
そして，2003年に日本看護協会が示した看護者の倫
理綱領で，あらゆる年代の個人，家族，集団，地域
社会を看護の対象とすると提唱された．これらを受
けて，小児領域では，患児への援助だけでなく，家
族全体を看護の対象と捉えるようになり，患児の権
利と同時に同胞の権利を保障した看護の提供の必要
性が指摘され始めた．
　患児の同胞は，核家族化が進行する現代社会にお
いて，母親が病児に付き添うことにより一人で家に
残され孤独感を抱くことや，同胞が乳幼児期の場合
は母子分離が生じることで成長発達や愛着形成にも
影響が生じる．そのため，中野は，看護者が健康障
害をもつ子どもの同胞に及ぼす影響を最小限にとど
め，同胞がストレスを乗り越え生きていくことがで

きるような支援の必要性を指摘1）している．しかし，
実際に小児病棟では，安全や感染への考慮により，
15歳以下の面会が制限されている施設が多く2），看
護師が同胞と関わる機会を得られないことや，看護
師が同胞に対し支援の必要性を認識していても時間
的な余裕がなく実施できない3）現状がある．そして，
同胞自身がどうしてほしいと思っているのかなど同
胞の思いやニーズが不明瞭であり，これらのことか
ら同胞への関わりに対し看護師が困惑していること
が推測される． 
　近年のわが国における小児・新生児医療の進歩は
目ざましく，乳児死亡率は2.04）まで低下し，世界的
にも最高水準を示している．医学の進歩により救わ
れる命が増えた一方で，残ってしまった障害や疾患
などにより医療的なケアが必要な子どもの人数は増
加している．今後，さらなる医療の発達により，医
療的ケアの必要な子どもは，ますます増えることが
予想される．そのため，きょうだいの長期的な入院
や治療により，ストレス・不安・孤独を感じる同胞
への支援の検討は，喫緊の課題といえる．
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要　　　約

　本研究の目的は，わが国の小児看護領域における病気をもつ子どもの同胞を対象とした国内研究に
関する動向を明らかにすることである．医中誌 Web（Ver.5）を用いて文献検索をおこない，21件を
対象文献とした．対象文献の結果を要約し，類似性，共通性で分類をおこない，テーマを付けた．そ
の結果，《同胞自らの体験》，《家族が抱く同胞への思い》，《医療者による同胞への支援》，の3つのテー
マに整理された．同胞に関する研究は，きょうだいの疾患が急性・慢性的な経過をたどるものや，身体・
知的障害など様々な疾患に散在していた．そして，同胞の体験は，小児がんのような生命を脅かす疾
患と，一生共に生きていく障害とでは異なっており，患児の疾患に合わせた同胞への支援が医療者に
求められることが明らかになった．同胞自身を対象とした6件の文献のうち，未成年の子どもを対象
とした文献は1件であり，同胞の思いや，同胞自身に起こっている実態は十分明らかになっていない．
インフォームド・アセントが倫理指針に記載され，未成年者である子どもに対する研究をおこなう体
制が整えられた今，子どもを対象とした調査をおこない，同胞支援を検討する必要性が示唆された．
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　そこで，小児領域における病気をもつ子どもの同
胞に対する支援を検討していくために，本研究では，
同胞に関する国内研究を概観し，現時点における同
胞に関する研究の動向を明らかにする必要があると
考えた．

２．目的
　本研究の目的は，わが国の小児看護領域における
病気をもつ子どもの同胞を対象とした国内研究を概
観し，同胞の研究に関する動向を明らかにすること
である．

３．方法
３. １　文献検索方法
　医中誌Web（Ver.5）を用いて文献検討をおこなっ
た．キーワードは「同胞 or きょうだい」「子ども
or 小児」として，会議録を除外し，年代制限をせ
ず検索した結果，343件となった．さらに，看護文
献に限定し，解説，総説，Q&A，文献検討を除外
した結果，80件となった．80件の文献の抄録を精読
し，周産期領域の同胞に関するものと，同胞に焦点
を当てた研究ではないが結果の一部として同胞の記
述がある文献を除外した21件を対象文献とした．
３. ２　分析方法
　対象文献の年次推移，研究対象者，研究方法，病
児の疾患について概括した．次に，病気をもつ子ど
もの同胞に関する看護研究の動向については，対象
文献を精読後，結果を忠実に要約したものを類似性
と共通性に着目しながら分類し，サブテーマをつけ
た．さらに，サブテーマを比較検討し，抽象度をあ
げ，テーマとした．分析にあたっては，すべての過
程において共同研究者とともに討議をおこない，小
児看護学研究者のスーパーバイズを受け，分析内容
の妥当性の確保に努めた．
３. ３　用語の定義
　本研究における用語について，同胞とは，疾患や
障害をもつ児の兄弟姉妹，きょうだいとは，同胞と
兄弟姉妹の関係にあり疾患や障害をもつ児と定義し
た．

４．結果
４. １　対象文献の概要
４. １. １　発行年
　対象文献が抽出されたのは1996年～2017年であっ
た．発行数は0件～2件／年であり，21年間の年次推
移に大きな偏りはみられなかった．
４. １. ２　研究対象者
　研究対象者は同胞6件，同胞・両親・患児1件，同胞・

両親2件，同胞・母親1件，両親2件，母親6件，父親1件，
看護師2件であった．同胞を対象としている6件の文
献のうちの5件は，成人となった同胞が子ども時代
の過去を振り返って語っていた文献であった．残り
の1件は，ファミリーキャンプに参加していた学童
期の同胞を対象とし，グループインタビューをおこ
ない，同胞自身の言葉を聞き，まさに今同胞の身に
起こっている体験を捉えていた．
４. １. ３　研究方法
　研究方法は質的研究10件，量的研究6件，質量併
用2件，事例報告3件であった． 
４. １. ４　病児の疾患
　悪性腫瘍3件，内分泌疾患1件，遺伝性疾患1件，
染色体異常1件，身体・知的障害3件，発達障害2件，
慢性疾患1件，重複疾患1件，代謝異常1件，不詳7件
であり，病児の疾患は様々であった．
４. ２　�病気をもつ子どもの同胞に関する看護研究

の動向
　対象文献は，《同胞自らの体験》，《家族が抱く同
胞への思い》，《医療者による同胞への支援》，の3つ
のテーマに分類された．《　》はテーマ，<　> は
サブテーマを表す．
４. ２. １　《同胞自らの体験》
　《同胞自らの体験》のテーマは，< 同胞の軌跡 >
と < 同胞に及ぼす影響 > の2つのサブテーマから構
成された（表1）． 
　< 同胞の軌跡 > のサブテーマは5つの文献が該当
した．斉藤らは，小児がんの病児の同胞は，両親と
一緒にいられず【甘えられない寂しさ】を感じなが
ら，衰弱するきょうだいの様子を見て【いつ亡くな
るのかという不安】を抱え，病気のこと・余命のこ
とを【きちんと知りたい】と思いながら，【病児に
会いたい】【病児のために何かしたい】という気持
ちを抱く体験をしていることを明らかにしていた5）．
また，田邉らは，急性リンパ性白血病の病児のため
に骨髄ドナーとなった同胞は，病児のために何かし
たいという思いから，骨髄ドナーになることを自分
の意思で決意する体験をしていたことを明らかにし
ていた6）．身体・知的障害児の同胞を対象とした山
本は，きょうだいの障害に対して社会からの強い否
定的な態度を向けられ，次第にきょうだいの障害を
恥ずかしいと思い，きょうだいの存在を隠すように
なるが，高校生ぐらいからきょうだいの障害を自分
の強みと考え障害について納得し始め，20歳前後で
同胞と良い関係を築くようになったことを明らかに
していた7）．そして笠井も，身体障害児・者の同胞は，
思春期になるとこれまで家庭のなかで二の次とされ
てきたことに反発し，きょうだいと距離をとるよう
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表1　《同胞自らの体験》に分類された看護研究

終末期にある小児がん病児

の同胞への支援の検討5）

/2015

質的研究 同胞 小児がん

小児がんで亡くなった子どもの同胞の体験を

明らかにし，終末期にある小児がん病児の同

胞に対する看護支援を検討する

小児がんで亡くなった子どもと死別した同胞の体験は，【病児に会いたい】，【病

児のために何かしたい】，【甘えられない寂しさ】，【親の大変さをわかる】，

【きちんと知りたい】，【家族以外には話せない】，【いつ亡くなるのかという不

安】の7つがあげられた．

重症心身障害児・者のきょ

うだい体験 ライフストー

リーの語りから8）/2013

質的研究 同胞 身体・知的障害

重症心身障害児・者のきょうだいとして生き

てきた体験を明らかにし,きょうだいを対象

とした看護実践への示唆を得る

幼少期から学童期にかけて，きょうだいは同胞の障害は当たり前と感じ，同胞の世

話をして当然と認識していた．きょうだいの世話のため家族で過ごした思い出は少

なく，自分は二の次の存在と感じていた．思春期になると，きょうだい自身の世界

が広がり，同胞と距離をとるようになる．二の次ではなく，きょうだい自身に関

わってくれる人の存在に支えられ，社会に出るころには障害をもつ同胞に関わりた

い思う．また，老いた親からバトンを渡される存在であると認識し，同胞より先に

逝けないと考えていた．

自閉症のきょうだいの実情-

二人の自閉症の兄を持つ女

性の事例を通して-9）/2004

事例報告 同胞 自閉症
自閉症のきょうだいの実情を1事例をとおし

て明らかにする

2人の自閉症の兄を持つ24歳の同胞は，幼稚園の頃に兄たちの障害を意識し始め，

はじめは兄達や両親の状況を理解することが困難であった。成長していくなかで両

親が自閉症の兄達の世話を一生懸命している姿を見て，一緒に積極的に兄達と関わ

り，楽しい思い出を共有してきたことによって，少しずつ兄達や両親のことについ

て理解できるようになった。知的障害者施設で働いている現在は，両親の兄達への

関わり方を客観的に観察しながら，自身も積極的に兄達に関わり，親亡き後の兄た

ちの世話も考え，前向きに生活を送っていた．

先天代謝異常症児と家族の

生活の医療社会面および健

康関連QOLの実態15）/2017

量的研究

同胞

両親

患児

先天代謝異常

症児

先天代謝異常症児と家族の生活の医療社会面

と健康関連QOLの実態を明らかにし，今後関

わっていく患児と家族への理解を深め，必要

な方向性の示唆を得ること

同胞の生活上に困りごとが生じた際のサポート対処に関する4項目（著者自作）の合

計得点の平均は，患児の平均よりも高値を示した．健康関連QOLについても，患児

より高い傾向にあった．

入院中の子どものきょうだ

いのストレスの実態と、

きょうだい・家族が必要と

する支援11）/2010

質量併用 母親 不詳（入院中）

入院中の子どものきょうだいに表れているス

トレス反応と，きょうだいやその家族が必要

とする支援を明らかにする

入院している子どものきょうだいの約6割にストレス反応がみられた．すぐ泣く・甘

えが強くなるなどの情緒的は反応だけでなく，一人で眠れない・夜尿の出現・乱暴

な言動などの行動面，活気の低下や便秘などの体調面の変化など多様なストレス反

応があった．それらは，きょうだいが乳幼児期であること，母親の身体的・精神的

状態が悪い，入院に伴いきょうだいの世話をする人や住まいの変化，入院期間1か月

以上となることがきょうだいのストレスの要因となっている．

1型糖尿病をもつ子どもの

きょうだいの体験-ファミ

リーキャンプにおけるきょ

うだいの話し合いの分析-

14）/2007

質的研究 同胞
内分泌疾患

（1型糖尿病）

1型糖尿病をもつ子どものきょうだいの体験

と，その影響要因を明らかにし，きょうだい

への支援について検討する

1型糖尿病児のきょうだいは，児の療養行動における頑張りを認め誇らしく思う一方

で，児の発症により食事や間食に不満を感じている．同じ小学校に同胞が通学して

いるきょうだいは，友達から保健室に同胞がいる理由を尋ねられたり、母親が来校

することに複雑な感情を抱きながら対処していた．

長期入院児に母親が付き添

うことによる同胞への影響-

子どもの様子とTK式診断的

新親子関係検査による考察-

12）/1999

量的研究 両親 不詳（入院中）
長期入院時に母親が付き添うことによる同胞

に及ぼす影響をより客観的に評価すること

長期入院児に母親が付き添うことにより同胞にみられた様子は，疲れた様子，夜泣

きをする，頭痛・腹痛がする，大人にしつこくまとわりつく，登園拒否，おねしょ

をするなどであった．また，子どもの入院が両親の精神状態に何らかの変化を引き

起こし，同胞への態度に影響がみられた．年齢別にみると2〜6歳の幼児と小学1〜2

年生の親の態度に問題傾向があり，職業に関しては職業もっていない母親に問題傾

向がみられた．

母親付き添いによる小児の

長期入院が家族に及ぼす影

響-登園・登校拒否をきたし

た病児の同胞6名の家族状況

-13）/1996

量的研究 母親

脳症

悪性疾患

癲癇

母親が病気の子どもに1か月以上付き添う際

に，家に残されている同胞のうち，登校拒否

があった6ケースの家族・同胞の状況を検討

する

登園・登校拒否を起こした同胞は，6名中5名が女児であり，5名の女児のうち9歳の

女児が3名であった．家族形態では，核家族が5例であった．登園・登校拒否の始ま

りは，全事例において1か月未満であったことから，早期から同胞への影響が生じる

ことが明らかになった．

子どもの入院が家族に与え

る影響-両親・同胞を中心に

考察する-10）/1996

量的研究 両親

呼吸器系、腫瘍

系、

神経系疾患など

子どもが入院したことにより，家族・同胞に

与える影響について家族を対象としたアン

ケートから明確にし，家族援助について考察

する

子どもが入院したことによる同胞への影響に関して，同胞に生じた問題は甘えが強

くなった，患児に対しての嫉妬が強くなった，落ち着きがなくなったなどであっ

た．

研究

対象者
果結目的

きょうだいの

疾患

同

胞

の

軌

跡

サブ

テーマ

タイトル*）文献番号  

/発行年
研究方法

同

胞

に

及

ぼ

す

影

響

小児期に骨髄ドナーとなっ

たきょうだいの経験6）/2010
質的研究 同胞

急性リンパ性

白血病

小児期に骨髄ドナーとなったきょうだいの経

験を記述し，小児ドナー経験者の看護支援を

検討する

8歳の時に骨髄ドナーとなった20代前半のきょうだいは，ドナー決定時期は骨髄提

供について躊躇する気持ちや親の期待を感じながらも，自分の意思で決めたと認識

していた．骨髄提供後は，レシピエントである妹との一体感を感じ，妹を見守って

おり，現在はドナーになってよかった・自慢できることだと捉えていた．

「自分のシナリオを演じ

る」同胞に障害のあるきょ

うだいの障害認識プロセス

7）/2005

質的研究 同胞 身体・知的障害

きょうだいが同胞の障害をどのように認識

し，それにより自分の行動をどのように方向

づけて成長してきたのかを明らかにする

きょうだいは，両親のしつけ.・教育の内容と，他の子どもの状況とが異なることに

より，自分が障害者のきょうだいであるという認識をもち始める．そして，社会の

偏見を向けられた時から同胞の障害を恥ずかしいと認識する．高校生頃より同胞の

障害について納得のいく意味を探し始め，20歳前後で同胞の障害が，他の人よりも

強い自分を形成してくれると捉え，自分の強みとして意味づけをし，同胞とのよい

関係を築くようになっていた．しかし，同胞の障害を恥ずかしいと認識しなかった

り，納得のいく意味を探さないきょうだいもいた．
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になるが，親との間に入って同胞自身に関わってく
れる人の存在に支えられ，社会に出るころには親亡
き後のきょうだいの生活に不安を抱き，きょうだい
に関わりたいと考える体験をしていることを明らか
にしていた8）．三原らは，自閉症の兄を2人もつ同
胞が，幼少期には自閉症の兄達や両親の状況を理解
できなかったが，両親と一緒に積極的に自閉症の兄
達に関わり，楽しい思いを共有してきたことで，偏
見を抱くことなく，将来の親亡き後の兄達の生活の
将来について考えていることを報告していた9）．
　< 同胞に及ぼす影響 > のサブテーマは6つの文献
が該当した．小森と熊木は，病児の入院により同胞
に生じた問題として，甘えが強くなった，患児にや
きもちを焼くようになった，落ち着きがなくなった
ことを明らかにしていた10）．さらに，堂前らは，同
胞のストレス反応は情緒的な反応だけでなく，行動
面や体調面の変化などのストレス反応があることを
報告していた．また，母親の身体的状態が悪いこと
が，さらに同胞のストレス反応を高くすることも明

らかにしていた11）．下條と増田も，長期入院児に母
親が付き添うことにより家に残された同胞が，疲れ
た様子，夜泣きをする，頭痛・腹痛がする，登園拒
否，おねしょをするなどの反応を示すことを明らか
にしていた12）．太田は，長期入院児に母親が付き添
うことにより，同胞が付き添いから1か月未満のう
ちに登校拒否になり，同胞へ影響が早期から生じる
ことを明らかにしていた13）．出野らは，1型糖尿病
児の同胞はきょうだいの発症により食事や間食に我
慢を強いらされたり，学校生活において保健室に在
室する理由を尋ねられることに煩わしさを感じてい
ることや，きょうだいを心配して来校する母親に恥
ずかしさを感じたりする影響を受けていることを明
らかにしていた14）．しかしながら，同胞は複雑な感
情を抱きながらも，山口らは先天性代謝異常児の同
胞は生活上での困りごとが生じた際のサポート対処
能力が高い傾向にあることを明らかにしていた15）．
４. ２. ２　《家族が抱く同胞への思い》
　《家族が抱く同胞への思い》のテーマは，<情報提

表2　《家族が抱く同胞への思い》に分類された看護研究

入院中の子どものきょうだ

いに対する情報提供の実態

と家族の思い16）/2013

質量併用 母親 不詳

健康障害をもつ子どもの入院生活や治

療などについて，家族はきょうだいに

どのような情報提供をしているのか，

また情報提供についての思いや情報提

供に関する医療者からの支援ニーズに

ついて，実態を明らかにする

家族がきょうだいに対し情報提供することについて，【きょうだいは家

族のことを知る権利がある】，【家族のことは何でも話すようにしてい

る】，【患児の力になれる、思いやりをもてる】，【きょうだいが現在

の状況を理解・協力できる】に対しては9割以上の母親が肯定的な思い

を抱いている．しかし，情報提供されたことで，【きょうだいが現在の

状況に納得できる】や【きょうだいが安心する，気持ちが落ち着く】に

ついては、あまり思わない・思わないと回答した母親が他の項目と比べ

ると多かった．

がん患児と母児入院した母

親の同胞への説明：説明に

見られたふたつの態度17）

/2003

質的研究 母親 小児がん

がん患児に母親が付き添って入院した

場合，親が同胞に行った「付き添うこ

と」と「病気に関すること」に焦点を

あてた説明の内容と説明の仕方（態

度）を明らかにする

家族が同胞へ病名を告げた理由は，「患児の大変な治療を理解してほし

い」，「家族の一員として協力してほしい」，「噂で知るより親がきち

んと説明したい」，「同胞が患児の病気を心配していたから」，「親の

大変さを理解させたい」であった．また，病名を告げない理由は，「理

解できない」，「社会的な偏見がある」，「このまま再発しなければ知

らせたくない」，「患児に知られたくない」であった．

自閉性障害のある子どもの

きょうだいに対する母親の

思い18）
/2012

質的研究  母親 自閉症
自閉性障害のある子どものきょうだい

に対する母親の思いを明らかにする

母親の思いとして，【きょうだいで共に成長している】，【きょうだい

の存在は大きい】，【きょうだいには負担がかかる】，【きょうだいに

対する関わりは難しい】，【自分の人生を送ってほしい】，【後見人と

しての期待】，【周囲の人に助けられてきた】，【努めて前向きに考え

る】の8つのカテゴリーが導き出された．

夜間緊急入院した子どもの

同胞に対する父親の思い20）

/2005

質的研究 父親 不詳

夜間救急外来受診後，入院となった子

どもの同胞に対する父親の思いを明ら

かにする

父親は同胞とかかわる上で，『成長に気づく』，『生活リズムが大

事』，『母親役割の必要性』，『良いことと感じる』，『いつもと変わ

らない』，『気を遣う』という思いを抱いており，子どもの入院が同胞

へプラスとマイナスの影響を与えると考えていた．

遺伝性進行性発達障害児の

同胞についての母親の悩み

と対処方法-色素性乾皮症の

場合-19 ）/2000

量的研究 母親 色素性乾皮症

色素性乾皮症に関して，同胞に関する

母親の悩みの内容と対処法，同胞に関

する母親の悩みの有無と母親の適応状

態の関係を明らかにし，母親に対する

支援に資すること

患児の同胞に関する母親の心配の内容は，同胞の情緒・行動の変化，疾

患が進行すること・遺伝することについての説明が困難，患児と同胞の

関係，家族の活動が制限されることであった．
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供に対する家族の思い>と<母親・父親が抱く同胞
への思い>の2つのサブテーマから構成された（表2）．
　< 情報提供に対する家族の思い > のサブテーマ
には，2つの文献が該当した．石川らは，入院中の
病児の同胞は家族のことを知る権利がある，患児の
力になれる，同胞が現在の状況を理解・協力できる，
などの思いから，家族が同胞に対し患児の入院生活
や治療について説明したことを明らかにした16）．藤
丸は，がん患児の治療を理解してほしい，家族の一
員として協力してほしい，親からきちんと説明した
い，などの思いから家族が同胞に病名を告げたこと
を明らかにしていた17）．
　< 母親・父親が抱く同胞への思い > のサブテー
マには3つの文献が該当した．川上と牛尾は，自閉
性障害児の同胞に対して母親は，障害児と同胞が共
に存在を認めながら【きょうだいで共に成長してい
る】，親や障害児を助ける役割を担う【同胞の存在
は大きい】と思っていた．また，同胞の負の体験か
ら【同胞には負担がかかる】と感じ，【同胞に対す

表3　《医療者による同胞への支援》に分類された看護研究

る関わりは難しい】と障害に対する理解が困難な状
況への思いや，障害児のことで影響を受けてきた同
胞に【自分の人生を送ってほしい】という願いを抱
きながら，【後見人としての期待】も寄せているこ
とを明らかにしていた18）．北村らは，色素性乾皮症
児の同胞に対する母親の悩みとして，同胞が指しゃ
ぶり・自傷行為・登校拒否などの情緒や行動の変化，
患児の疾患・予後・遺伝診断などの情報提供のあり
方，同胞が患児に対し高圧的や無関心など同胞と患
児の関係，家族の活動が制限されることなどである
と明らかにしていた19）．田川は，夜間緊急入院した
児の父親は，同胞のお手伝いをする姿やきょうだい
への接し方を見て同胞の成長に喜びを感じ，母親の
不在により乱れる可能性のある生活リズムを同胞の
ために一定に保ちたいと思っていた．そして同胞の
ために母親役割を担わないといけないと感じていた20）．
４. ２. ３《医療者による同胞への支援》
　《医療者による同胞への支援》のテーマは，< 医
療者による介入の現状 > と < デイケアにおける同

熟練看護師による入院中の

小児慢性疾患をもつ子ども

のきょうだい支援22）/2015

質的研究 看護師 慢性疾患

入院中の小児慢性疾患をもつ子どもの

きょうだいに対して熟練看護師が実践

しているきょうだい支援について明ら

かにする

熟練看護師が実施しているきょうだい支援として【きょうだい面会を実

現するための病院体制の整備】，【きょうだいが直接会って同胞を状態

ごと受け入れられるための支援】，【きょうだいの思いや置かれている

状況に関する情報収集】，【きょうだい支援につながる母親への支

援】，【家族がそろって過ごせる時間と場の提供】，【きょうだいが自

分自身の可能性を発揮するための経験や機会の提供】の6つのカテゴ

リーが抽出された．

小児医療専門施設における

きょうだい支援の現状21）

/2012

量的研究 看護師 不詳

小児医療専門施設における健康障害を

もつ子どものきょうだに対する支援の

現状を明らかにする

きょうだい支援をおこなっていたのは，回答のあった18施設のうち10施

設であり，その内容は親の面会時にきょうだいを預かる活動，入院して

いる子どもとの面会等であった．支援活動を行っていない8施設のうち7

施設においては，きょうだい支援の必要性を感じ，支援の実施に向けて

検討している状況であった．

慢性疾患をもつ子どもの同

胞の思いと看護ケア-姉が不

登校になった家族への介

入；カルガリー家族アセス

メントモデルを用いて-23）

/2002

事例報告
同胞

両親

重複疾患

（食道閉鎖

心室中隔欠損

声門下狭窄

気道軟化症）

カルガリー看護アセスメントモデルを

用いて，家族をアセスメント，看護介

入した結果，見出された家族の変化を

報告する

両親ともに同胞の気持ちの変化に気付かず，同胞が不登校になってし

まった家族に対し，カルガリー看護アセスメントモデル（以下，

CFAM）をもとにインタビューを行い看護介入をおこなった．看護師は

両親の面会時に同胞の様子を聞くようにし，両親が同胞へ意識がもてる

よう働きかけた．また，病棟内の一室を利用し家族だけで過ごせる環境

を作ることで，同胞が患児を抱っこしたり離乳食を食べさせることがで

き、姉としての役割を体験できるよう支援をおこなった．

低出生体重児（先天奇形）

の同胞への看護ケア-18トリ

ソミー症候群患児に同胞入

室面会を実施した事例をと

おして-24）/2002

事例報告
同胞

両親
18トリソミー

１８トリソミー症候群患児に対して，

早期から計画的に同胞入室面会を実施

した事例をとおして，家族援助におけ

る同胞へのアプローチを考察する

両親が児のケアに慣れ，精神的にゆとりがみられ始めた日齢24に初回同

胞面会をおこなった．児の状態に合わせて個室を使用しながら同胞面会

を継続し，同胞が児に触れたり抱っこできるように支援し，お食い初め

などの行事も家族全員で病室でおこない，NICU内で家族で過ごせる時

間を作った．

デ

イ

ケ
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け

る

同

胞

支

援

知的障がい児の家族支援プ

ログラムにおける同胞への

支援25）/2010

質的研究
同胞

母親
知的障害

PLAI (生活力の活性と改善のためのプロ

グラム)における知的障がいをもつ子ど

もの同胞に対する支援内容を明らかに

し，どのような支援が同胞の心身にい

かなる影響を与えたと考えるかを検討

する

PLAIにおける知的障がいをもつ子ども（以下，障がい児）の同胞への支

援の実施内容として，《安心して遊べる遊び場を保証し、心身の解放・

休息を促す支援》，《人との関係性・絆を形成する支援》，《一般的子

ども体験をつくる支援》があった．
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胞支援>の2つのサブテーマから構成された（表3）． 
　<医療者による介入の現状>のサブテーマには，
4つの文献が該当した．石川らは，小児医療専門施
設における同胞支援の現状として，入院中の患児と
親の面会時に同胞を預かる活動と，入院中の患児と
同胞との面会の実施，を報告している21）．藤原は，
熟練看護師が感染防止のために入院中の慢性疾患を
もつ子どもの同胞を含めた15歳以下の面会を禁止し
ている現状に対し，【きょうだい面会を実現するた
めの病院体制の整備】をおこない，【同胞が直接会っ
て患児を状態ごと受け入れるための支援】や【家族
がそろって過ごせる時間と場の提供】をしていた．
さらに，患児をどう受け止めているのか等の実態把
握のために【同胞の思いや置かれている状況に関す
る情報収集】や，同胞が自分の置かれている状況を
理解した上で【同胞が自分自身の可能性を発揮する
ための経験や機会の提供】をおこなっていたこと
を明らかにしていた22）．隅山は，両親が患児のこと
しか考えられなくなってしまい同胞が不登校となっ
た家族に対し，カルガリー看護アセスメントモデル
をもとに看護介入をおこなった．両親が同胞へ意識
がもてるよう働きかけ，家族で過ごせる環境を提供
し，同胞が患児と関わることができ，姉としての役
割を体験できる支援をおこなった結果，両親は同胞
の思いに気付き，家族自ら問題解決方法を見出すこ
とができたことを明らかにしていた23）．藤田らは，
18トリソミー症候群患児の同胞に対して，早期から
個室を使用した同胞入室面会を実施し，児に触れた
り，抱っこできるような支援や，家族全員が参加す
る行事をとおして，NICU 内で家族全員が過ごす時
間を作る支援により，きょうだい関係が早期に確立
でき，家族力の強化をもたらすことを明らかにして
いた24）．
　< デイケアにおける同胞支援 > のサブテーマに
は，1つの文献が該当した．大脇らは，知的障害を
もつ子どもの同胞に対する PLAI（生活力の活性と
改善のためのプログラム）を開発し，①安心して遊
べる遊び場を保証し，心身の解放・休息を促す支援，
②人との関係性・絆を形成する支援，③一般的子ど
も体験をつくる支援が同胞の心身に影響を与えたこ
とを報告していた25）．

５．考察
　本研究で対象となった病気をもつ子どもの同胞に
関する看護文献21件のうち，研究対象者が同胞と
なっているものは10件5-9,14,15,23-25）にとどまっていた．
そのなかで，小児がんのような生命を脅かす疾患を
もつ患児の同胞は，きょうだいのために何かしたい，

役に立ちたいと考え，病状だけでなく余命に関する
情報まで知りたいと思い，情報を模索する体験をし
ていた．親が同胞と向き合い，同胞の必要とする情
報を適宜提供した田邉らの文献6）では，その後，同
胞が骨髄ドナーになることを自らの意思で決断でき
たことが報告されていた．これまでの先行研究で，
両親からの情報提供を十分に理解できないと感じる
同胞が多い26）ことが報告されている．きょうだいの
看病を必死におこなう両親にとって，同胞が理解で
きるようにわかりやすい言葉を用いて，十分な時間
を確保し情報提供をおこなうことは難しいことが推
測される．そのため，同胞が理解できるような説明
方法を両親に指導する支援や，必要時は同胞への補
足説明を医療者がおこなう支援を検討していく必要
性が示唆された．一方で，長期に渡り障害とともに
生きていく身体障害または知的障害児の同胞は，学
童期になるときょうだいの障害を恥ずかしく思うよ
うになり，きょうだいと距離を置くようになる体験
や，今まで自身の存在を二の次にされてきたと感じ
親へ反発する体験をしていた．笠井の文献では，きょ
うだいと距離を置こうとする同胞に対して，親では
ない身近な人が同胞に目を向け関わることをおこ
なった結果，きょうだいの障害を受容でき，親亡き
後の生活を自らが背負う覚悟につながっていた8）．
先行研究では，辛い体験があったにも関わらず両親
の思いを察知し，自身の辛い体験を心にとどめてい
ることが報告されている9）．医療者は，きょうだい
とその家族の身近にいる存在として，同胞の声に耳
を傾け，気持ちに寄り添う役割を担うことが出来る
と考える．そして，同胞が感じる「自分は二の次」
という寂しさに対して，両親が同胞に目を向けるこ
とができるような助言や，時に社会制度を用いて同
胞との時間を確保できるような働きかけの支援の検
討が必要であることが示唆された．
　同胞の体験を疾患別にみると，小児がんのような
生命を脅かす疾患と，一生共に生きていく障害とで
は異なっており，そのため医療者に求められる支援
も異なっていることが明らかになった．現時点で同
胞の体験は，きょうだいの疾患が小児がんや身体・
知的障害の場合しか明らかになっておらず，今後は，
治療や療養行動を継続し病院以外の自宅での疾患管
理を必要とする慢性疾患や，他者から偏見の目を向
けられる可能性のある外表異常，そして次世代への
影響が懸念される遺伝性疾患など，疾患や経過が異
なる同胞の体験を知り，実態を明らかにすることが
望まれる．
　同胞に対する研究を対象者別に概観すると，成人
となった同胞が過去を振り返り，思いを語っている
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ものが5件5-9）であった．研究協力に承諾し，自らの
思いを語ることができる同胞は，成長過程における
困難やトラブルを乗り越え，子どもの頃に抱いた思
いや体験が時間の経過とともに整理されたことによ
り，自身の体験を肯定的に捉えていることが推測さ
れる．さらに，成人に至るまでの時間の経過によっ
ては，その時の詳細な感情の記憶が薄れてしまって
いる可能性も懸念される．本研究の中で，学童期の
同胞に調査をおこなっている文献は 2007年の1件4）

であり，子どもを対象とした研究は少ない現状があ
る．以前は，子どもを対象とした研究において，子
どもの人権を守るために子どもを対象としないこと
が望ましいとされていた．しかし，1995年に米国小
児科学会がインフォームド・アセントを提言したこ
とから，成果として得られるべき恩恵を得るために
は子どもを対象とすべきとの考え方に変換された．
日本においても 2014年に厚生労働省により制定さ
れた「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」
にはインフォームド・アセントに関する記載がされ，
未成年者である子どもに対する権利を尊重したうえ
で研究をおこなうことができる体制が整えられた．

今後，子ども自身を対象とし，抱いている思いや体
験など同胞の生の声に耳を傾け起きている実態を明
らかにし，支援につなげていくことが重要な課題と
いえる．

６．結論
　病気をもつ子どもの同胞に関する看護研究は《同
胞自らの体験》，《家族が抱く同胞への思い》，《医療
者による同胞への支援》，3つのテーマに整理された．
同胞に関する研究は，様々なきょうだいの疾患に散
在していた．小児がんのような生命を脅かす疾患と，
一生共に生きていく障害とでは同胞の体験は異なっ
ており，患児の疾患に合わせた同胞への支援が医療
者へ求められることが明らかになった．今後は，慢
性疾患，外表異常さらには遺伝性疾患などの同胞の
体験を明らかにする必要がある．また，本研究の対
象文献において未成年の同胞を対象とした研究は1
件であり，同胞の実態は十分明らかになっていない．
未成年者である子どもに対する研究をおこなう体制
が整えられた今，子どもの生の声に耳を傾け，同胞
支援を検討する必要性が示唆された．
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Abstract

　This study examines trends of nursing research on siblings of children with illness in the field of pediatrics in 
Japan. This paper adopted a total of 21 previous studies from Ichushi-Web (Ver. 5). The results of the studies were 
summarized and classified depending on similarity and commonality as follows: siblings’ own experiences, family 
thoughts toward siblings, and support to siblings by medical staff. This classification reveals that the focus on 
children’s illnesses varies from acute or chronic illness to physical or mental impairment in research of siblings. 
Also, the experiences of siblings are different between life-threatening diseases like childhood cancer and life-long 
disability, and it showed that medical staff are required to support siblings according to children’s illnesses. Among 
the 6 studies focusing on the siblings themselves, there is just one study focusing on minors. This means that the 
thoughts of siblings and the actual conditions of siblings are not clear enough. Since informed assent is described 
in the ethics guidelines and the research system for minors exists, these findings suggest that it is necessary to 
continue research on minors and consider providing support for their siblings.
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